
復職支援に関するアンケート調査報告書 

～北海道理学療法士会の自宅会員及び休会会員に対して～ 

              

              公益社団法人 北海道理学療法士会 職能局 職域事業部 

 

１．調査背景 

近年、養成校の急増に伴い入学定員も増え、北海道理学療法士会（以下道士会）において年齢の若い

会員、女性の会員が増加している。今後、個々のライフワークバランスの多様化、理学療法士の職域の

拡大に伴い、雇用・就業形態はさまざまに変化することが予測される。医療・介護分野への理学療法士

のニーズの高まりによる需要増加のために、婚姻・出産・育児・介護等で離職した理学療法士が職場復

帰することは今後一層重要になるが、復職に関する具体的な支援は道士会においてまだ、構築されてい

ない。 

 

２．目的 

道士会における「休会会員」及び「自宅会員」の実態を把握し、今後の復職支援事業の企画に役立て

ること。 

 

３．調査方法 

対象：道士会休会会員及び自宅会員 616名（平成 27年 6月末日付け総会員数   5046名） 

期間：平成 27年 8月 1日～8月 31日 

方法：調査依頼を休会会員に対してはハガキ郵送。自宅会員に対しては Northener（機関紙）に同封郵

送。QRコードまたはURLからアクセスしアンケートに回答。 

 

４．調査内容 

①基本属性 

②休会または自宅会員の理由 

③理学療法士として働いているか 

④復職が決まっているか 

⑤復職希望 

⑥復職支援の希望内容 

⑦復職するために必要な条件 

⑧復職関連情報の取得先 

⑨復職支援に参加希望について 

⑩自由記載 

 

５．倫理的配慮 

調査実施時、調査依頼文にて目的や学会などで公表を明記し、回答を得た時点で同意を得たものと判

断した。 



６．結果  

【回答者数】 

79名/616名中 (回答率 12.8%) 

  ＊休会会員 68名/291名中 （回答率 23.4%） 

  ＊自宅会員 11名/325名中 （回答率 3.4%） 

 

【結果① 基本属性】 

得られた回答の 86%は休会会員からであり、82%は女性会員であった（図 1～2）。また、全体の 89%は

既婚者からの回答であった（図 3）。平均年齢は 35.6 歳、経験年数は平均 10.8 年、休職期間は平均 2.3

年である（図 4～6）。 

 

 

 

 

 

図１ 回答（性別） 図２ 回答（会員状況） 

図３ 回答（既婚・未婚） 図４ 回答（年齢） 



 

 

【②休会または自宅会員の理由】 

休会・自宅会員である理由は、出産育児

が 62%と最も多かった（図 7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【③理学療法士として働いているか】 

現在理学療法士として働いている会員は

51%で働いていない理学療法士は 49%であ

った（図 8）。 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 回答（経験年数） 図６ 回答（休職期間） 

図７ 休会・自宅会員である理由 

図８ 現在理学療法士として勤務をしているか 



【④復職が決まっているか】 

【⑤復職希望】 

理学療法士として働いていない会員で、復

職の予定は無いと答えたのは 77％であるが

（図 9）、その中で 83％が復職希望があると

回答した（図 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⑥復職支援の希望内容】 

どのような復職支援があると良いと思うか

の問いに対しては、講習会を希望する意見が

最も多くなった（図 11）。 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 復職予定について 

図 10 復職予定は無いが復職希望はあるか 

図 11 どのような復職支援があると良いか 



【⑦復職するために必要な条件】 

復職するために必要な条件は、職場環境を

あげる回答が多く、つぎに家族の協力・理解

となった（図 12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【⑧復職関連情報の取得先】 

復職に関する情報は、周囲の理学療法士か

らと道士会のホームページ、入手できないが

ほぼ同数となった（図 13）。その他としては、

インターネットやハローワークを利用して

いる回答も多かった（図 14）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 復職するために必要な条件 

図 13 復職関連情報の取得先 

図 14 復職関連情報の取得先（その他の内訳） 



【⑨復職支援への参加希望について】 

理学療法士として働いておらず（質問③）、

復職の予定は無い（質問④）が、今後復職を

希望する（質問⑤）自宅・休会会員の 80％

は、復職支援があれば参加してみたい、と回

答している（図 15）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果⑩ 自由記載から（抜粋）】  

・復職したい気持ちはあるが、地方に住んでいて求人情報を得難い。また、主人の仕事で数年ごとに転

勤があるため、自分が働くには子育てと職場探しなどのタイミングがうまく合わないと難しいと感じ

る。 

・子育てで講習会など参加出来ないことや、出来ても参加 費が高いため行けないので休会にしていま

す。  

・人間関係、出産などで困ったとき、相談できる場所が必要だと思います。経験のある方々の対処法な

ど知りたいです。また、パートで復職していますが、パートでは年会費が高いため、ニンカツ中でも

育児中と同じように年会費が割安になると助かるとおもいます。 

・以前は職場が変わるたびに周囲にわかってしまうシステムだったため、ライフスタイルの変化（配偶

者の転勤など）で短期間で転職した場合でもイメージダウンに繋がるかと考え、自宅会員にしていま

す。 

・配偶者も理学療法士をして働いており、夫婦で高い会費を支払って道士会に入るメリットが見いだせ

ないでいます。また、勉強会に行きたい気持ちはありますが、育児もあり勉強会への参加が難しいで

す。夫婦割引きや育児割引きなどがあったらすぐにでも復会したいと思いますが、子育てが落ち着く

まではしばらく休会していようと思っています。 

・理学療法士として一般企業に在籍していますが、リハビリテーション業務は行っていないため、幅広

い学習項目の設定があれば会員に戻りたいと考えています。 

・夫の転勤を機に退職し、出産、育児のため、現在休職しています。一時期、就職活動していましたが、

知らない土地で人脈などもなく、勤務先も限られており、育児中でなかなか条件に合う勤務先がない

状況でした。転勤族の多い地域でもあり、情報交換会や交流会などがあると、ありがたいなぁと思い

ます。 

・子育て中でも受け入れやすい(採用してもらえる)施設が増えるよう理学療法協会側からも支援してほし

図 15 復職支援への参加希望はあるか 



い。  

・現在、復職願望はありますが、休職中の様々な知識や技術の変化に対応できるか、また昔の知識や経

験など忘れたものを取り戻せるか不安です。理学療法士専門の復職支援があれば不安を軽減でき、ま

た現場での要求にも対応しやすくなるのではないかと思います。  

・講習会は新人の方が多く、今の年齢では少し行きにくいです。実技を含むと尚更、忘れている知識や

技術のため恥ずかしいと思う気持ちもあり、なかなか勇気が出ないです。また、それらの知識・技術

はまず基本的なものを再学習したいので、自分が思うような講習会もなかなか無いのが現状です。理

学療法協会の方で、復職に向けた講習会などがあれば、是非参加したいと思います。  

・復職に関しては休職している間の医療情勢や理学療法士としてのスキルなどの変化に対応できるのか

が気がかり。まだ、数年は復職するかわからないが、産休・育休の期間だけ勤務するなどの人材バン

クがあれば、その情報を詳しく知りたいと思う 

 

７．考察Ⅰ 

・理学療法士白書 2014 によると、31～40 歳女性会員の 16.3%が休会しており、理由は子育て、家庭の

事情、出産のため等があげられている。今回の調査では、すべての休会者の回答は得られていないの

でその理由は不明だが、北海道において、同年齢層の女性会員の休会者は 20.06%（平成 27年 6月末）

であり、白書と近似の割合であった。 

・平均経験年数約 10年の理学療法士が休会・自宅会員で、49%は理学療法士としては働いていなかった。

休職期間は平均 2.3年で、予定は無いが復職を希望しており、情報を得ながら、時期を見て復帰を考え

たいと思っている。 

・子育てを考慮した短時間労働や仕事内容のスキル重視の講習会を必要としている。 

・2013年度、神奈川県理学療法士士会の自宅・休会会員に対する就労に関するアンケートによると、結

婚出産育児による離職が多く、再就職の際も復職情報が入手できていないとの結果を示しているが、

本調査においても出産育児での自宅・休会会員が多かったことから、復職したい時に適した情報を得

られる仕組みが必要である。 

・キャリアデザインを構築できる制度（復職支援・就労しながらの育児などの相談窓口）や環境整備（就

労環境、家庭環境）が不十分であるため、復職に関して不安が大きい。 

・回答者は、経験年数がある程度長く、休職期間が短いこともあり、リカレント教育よりも、学び直し

の講習や、技術研修を望む声が多かった。現場感は残っているので最新の技術や情報を得ることが復

帰への自信につながる。 

 

考察Ⅱ（他県での取り組みから） 

・リハビリママ＆パパの会は、千葉県、埼玉県、茨城県、神奈川県といった関東圏の理学療法士会で連

携し開催している。仕事と妊娠・育児を両立しながら働きやすい環境の模索・提案や、専門職として

のスキルアップ研修などを行っている。このような支援は、北海道のような広域性を考慮した際の参

考となる。 

・福井県理学療法士会では 2015年に「福井県女性会員支援委員会」を発足し、アンケート調査、茶話会、

など実施している。（女性ワークライフバランス委員会だより Lady Go!! 第１号より）身近なＰＴ



以外からも情報交換したり、先輩理学療法士から実際の働き方を聞く機会は、復職に向けてイメージ

づくりに重要である。 

・今後、働き方の多様化が予想される。大阪府理学療法士会の福利厚生部では、非常勤求人情報システ

ムを管理運営しているので参考となる。（注：あくまでも非常勤を必要とする施設の情報提供が目的）

また、リカレント教育に関する事業も行っている。 

 

８．今後の事業提案 

①復職に関する要望は、会員の経験年数や家庭環境によって異なってくるため、さらに具体的な要望を

拾い上げる必要性がある。 

＜事業案＞ 

a. 座談会形式のワークショップを実施し、必要な支援をより詳細に聞き取ることで、具体策に繋げる。 

b. 新人向けではない「今さら聞けない」「学び直し」の講習会を企画。 

②北海道の広域性と理学療法士の配属数に配慮した支援体制。 

＜事業案＞ 

c. WEB活用など、交通費や移動負担を軽くし、参加しやすい仕組みづくり。 

③回答数の少なかった男性会員や管理職の意識調査も重要である。 

＜事業案＞ 

d. 男性の育児休暇取得に向けての啓蒙活動を実施。（先行事例の紹介など） 

④20～30代の会員に向けてはＳＮＳを利用した情報発信やWEB支援 

＜事業案＞ 

e. 今後の休職予備軍に向けて、サポート体制準備中のアピールも必要。 

⑤多様な職場環境、労働時間の提供をイメージした、需給情報の集約。 

＜事業案＞ 

 d. 様々な求人情報の集約 

産休育休等を考慮した期間限定の勤務、時間限定の勤務、多様な勤務の在り方を求める施設・病院

から集め、集約することで復職のあり方の多様化をすすめる。 

 

９．まとめ 

・自宅会員及び休会会員に対してアンケート調査を行った結果、回答率は 12.8であった。 

・自宅会員及び休会会員である理由は、出産・育児が 62％であった。 

・回答者の約半数は理学療法士としては働いておらず、復職の予定がないと 77％が答えたが、復職希望

は 88%であった。 

・復職希望者のなかで、復職支援があれば受けてみたいとの回答は 80％であった。 

・復職に必要な条件は「職場環境」「家族の協力・理解」「保育環境」の順であり、復職支援は「講習会」

「実技研修」「病院・施設見学等」の順であった。 

・会員の復職に関する希望は多岐にわたるため、さらなる要望を拾い上げる必要性がある。 

 

１０．最後に 



本調査の実施にあたり、アンケート調査にご回答いただきました自宅会員、休会会員の皆様に感謝申し

上げます 
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